
Googleに対して１点質問をさせて下さい。
資料17頁に、休憩やお休み時間のリマインダー機能がある点についてです。
・デフォルトではなく、各ユーザーが設定する必要があるということで宜しいでしょうか。
・どの程度の割合のユーザーが利用しているのでしょうか。
・効果はどの程度あるのでしょうか。つまり、この機能を利用しているユーザーがリマイン
ドに従って休憩したり止めたりする割合はどの程度でしょうか。
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⇒・私たちは、若いユーザーがYouTubeで過ごす時間は「自分自身でコントロールされた、
有意義なもの」であるべきだと考えています。

18歳未満のすべてのユーザーを対象に、適切な時間管理をサポートする設定を標準（デ
フォルト）で適用しています。具体的には、「自動再生」はオフに、「休憩リマインダー」
や「おやすみリマインダー」はオンに設定されています。また、YouTube ショートは通常の
動画とは視聴体験が根本的に異なると認識しています。そのため、すべての方が自身の好み
に合わせて、YouTube ショートフィードの利用時間をカスタマイズできるツールを提供して
います。直近では、YouTube ショートフィードのスクロール時間を「0分」に制限できる業
界初の機能も発表しました。
そして、お子様と保護者の方々のために、YouTubeは発達段階に応じた幅広いモードと

ツールをご用意し、保護者が「見守り」と「自立」のバランスを最適に保てるよう支援して
います。例えば、保護者の方は、Family Link、YouTube Kids、および保護者向け管理機能
を通じて、スクリーンタイムの制限等の設定を一括して管理できます。

・貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。現時点ではあいにく公表できるデータ
を持ち合わせておりませんが、今後の重要な検討事項として承らせていただきます。

・貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。現時点ではあいにく公表できるデータ
を持ち合わせておりませんが、今後の重要な検討事項として承らせていただきます。
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Google様は、こどもの保護に関する取り組みを進めてくださっていると思いました。私の質
問は、同様の保護基準を、他社の同種の動画配信サービスも採用すべきだと思うかどうか、
というものです。それとも、こうした保護はあくまでもプラットフォームの「サービス」の
一つであり、同種の保護基準を採用すべきかどうかは、各プラットフォーム企業の自主的な
判断に委ねるべきか、お聞きしたいと思いました（もし各社判断になると、結局、保護基準
が低いプラットフォームにユーザーが流れてしまうようにも思います）。
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⇒私たちは、より効果的で、一人ひとりの状況に即した解決策として、リスクに基づいた「年齢に
応じた設計（エイジ・アプロプリエイト・デザイン）」の採用を支持します。
例えば、青少年は成長に伴い、自己判断能力や主体性が発達していきます。そのため、幼い子ど

もたちへの保護とは異なり、発達段階に合わせて段階的に自律性とプライバシーを認めていくべき
です。だからこそ、政策立案者の皆様には、実効性のある年齢確認に基づいた、年齢に応じた機能
と安全対策の開発・展開に注力していただくよう推奨します。
プラットフォームは、こうした措置を講じる責任を負うべきです。私たちは、若いユーザーへの

リスクを徹底的に評価し、強力な保護機能を標準設定（デフォルト）として導入することをプラッ
トフォームに促すことを支持します。このアプローチにより、若者がデジタル世界の恩恵を享受し
ながら、同時に守られる環境が実現します。私たちの提案には、具体的に以下の内容が含まれます。
 ペアレンタルコントロール（保護者向け管理機能）の業界標準化
 リスクの高い特定機能へのアクセス制限
 製品開発における、独立した児童安全専門家からの意見聴取の義務化
 プライバシーを保護した年齢推定ツールの導入
 明確なコンテンツ基準の策定
また、プラットフォームがあらゆる年齢の子どもたちのニーズや好みに対応し、保護者が家族に

とって最適な選択をできるよう、プライバシーに配慮した幅広い設定オプションを提供すべきだと
考えます。さらに、未成年者へのパーソナライズド広告の配信や、データブローカーを含む第三者
への個人情報の販売は厳格に禁止されるべきです。
こうした包括的なアプローチによって、プラットフォームにはより安全で年齢にふさわしい体験

を構築するインセンティブが働き、保護者の方々には「家族を守るための主導権（エンパワーメン
ト）」が約束されると考えます。
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